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本日の資料は
こちらで公開します

https://www.slideshare.net/hourin/

もしくは
「slideshare 法林」で検索



  

法林 浩之

@hourin

● 日本UNIXユーザ会 幹事 (元会長)
● さまざまなコミュニティとイベントを開催
● 全国各地のイベントで研究会を開催

● フリーランスエンジニア
● 最近はさくらインターネットの仕事が多い
● TechLIONなど多彩なイベントを開催

● くわしくは「法林浩之」で検索



  

1983年設立
日本におけるUNIXや

OSSコミュニティの草分け

日本UNIXユーザ会 (jus)



  

jusの会報
主に活動報告を掲載

jus幹事が編集
設立当初から現在に至るまで継続



  

試合に至る経緯
● 昔の/etc/wallは紙媒体 (現在はPDF)
● jus事務局に眠る古文書の電子化を推進中
● 作業中に/etc/wallが全巻発掘され電子化
● /etc/wallに書かれた活動記録を紹介することで、
 当時のUNIX業界やIT業界の状況を伝えたい

● 35年分を一度に紹介するのは無理なので、
 各回ごとに5年ぐらいの範囲を設けて紹介



  

おことわり
●  今日の内容は当時のIT業界のごく一部

●  jusの活動記録から見た当時の状況説明
●  jusの活動範囲外の出来事は載っていない
●  時間の関係で割愛する話題も多い

●  NGワード
●  (俺の思い出の)あの出来事が載っていない
●  なつかしい



  

昭和生まれの皆さんへ

発表内容の補足情報を
ハッシュタグを付けて

投稿してください

#UNIX歴史講座
#HashHub　#ChainTope



  

今回の対象時期
1990年代前半

1990-1994年の
/etc/wallから紹介



  



  

UNIX Fair
● 1980-90年代は各社でUNIXマシンを開発・販売

● OSも各社ごとに存在
● 各社のUNIXマシン、周辺機器、関連ソフトウェア

などを一覧できる展示会がUNIX Fair
● 1986年から1995年まで開催
● 会場：初期は東京(NSビルなど)、後年はパシフィコ
横浜

● 内容：各社による展示、ネットワーク接続実験、
併設セミナー、情報交換パーティー(懇親会)

● 来場者数：最盛期で4万人超



  

● ネットワーク接続機能はUNIXマシンの大きな特長
● しかし各社ごとにOSが異なるので、異なるベンダー
間で通信できるかどうかわからない

● UNIX Fairに機器を持ち寄って相互接続性を検証
● 今はInteropが検証の場 (1994年開始)



  



  

シンポジウム
● UNIXに関するカンファレンス
● jus創立時(1983年)から2001年まで、
毎年2回開催 (夏は東京、秋は大阪)

● 主な内容
テクニカルセッション、併設展示会、
情報交換パーティー(懇親会)、BOF



  

● 毎回、UNIX業界団体からの報告セッションあり
● 当時のUNIXは最先端の商用OSとして市場を拡大
● UNIXの標準化をめぐる派閥抗争あり
● 抗争している間にWindowsやLinuxが台頭



  



  

関西と東海で研究会を定期開催
関西は1984年、東海は1991年開始



  



  



  



  



  

当時はインターネットが普及しておらず
回線も細かった(末端は100kbps未満)ので
オフラインでソフトウェアを配布していた



  

当初は1/4インチテープで配布
1991年からCD-ROMで配布

DVDはまだ存在しない



  



  1993年に初めてLinuxを配布



  

この頃の/etc/wallは
海外カンファレンスのレポートが多い



  
テーマは国際化や標準化など



  



  

Perlが最新のプログラミング言語
PHP, Ruby, JavaScript, Pythonなどは

まだ存在しないか、あっても普及していない



  1993年の東京シンポジウム



  初めてPC-UNIXのセッションが組まれる



  

PC-UNIXの発生
● 1980年代までのUNIXマシン

●専用のハードウェア、専用のOS
●基本的に複数人で共用

● 1990年代に入ってPCで動くUNIX系OSが登場
● Linux, FreeBSD, NetBSDなど
● PC-UNIXはこれらのOSの総称
●macOSもこれの末裔

● PC-UNIXがもたらしたもの
● UNIXマシンの低価格化
● UNIXマシンが個人で使えるように



  



  



  



  1993年の大阪シンポジウム



  この頃から商用インターネットが始まる



  UNIX Fair ‘94 (1994年12月)



  

● インターネット接続事業(ISP)が始まる
●World Wide Webという技術が出てくる
●Mosaic：当時最先端のブラウザ

● 初めて文字と画像を同じウィンドウに表示した
● UNIX Fair会場をインターネットに接続し、
MosaicでWebを体験してもらった

● 会場にもWebサーバを設置し外部に公開



  

UNIX Fair ‘94開催報告書より



  jus勉強会の立ち上げ (1994年8月)



  

jus勉強会
●それまでのIT業界のセミナー

●平日の日中に開催
●参加費は1万円以上が普通

● 業務と関係なく技術を学びたい → 勉強会を創設
● 業務外で行けるようにする工夫

●平日夜や休日に開催
●参加費の低減 (jus会員1000円 / 一般2000円)



  

開始から10年以上、毎月開催 (現在も年数回開催)
おそらくIT業界初の試み

現在のIT勉強会に至る流れを作った



  

1990年代前半のまとめ
● UNIXが現場で使われるOSとして定着
● UNIX標準化に関する主導権争いが発生

●  結果的に全部Linuxに負ける(2000年代以降の話)
● インターネットへの接続需要の増大と、
 それに応えて商用インターネットのサービス開始

● PC-UNIXの黎明期
● jusの最盛期

●  会員数もこの頃が最大 (約2500人)
●  ITの最新情報を交換する場はjusが担っていた



  

皆さんに
お伝えしたいこと



  

今の流行技術も
20年後には

歴史講座の題材



  

今すぐこの時代の
まとめを作る必要はない

でも今を記録に残すことは
やっておいた方がいい



  

第21回UNIXシンポジウム
招待講演 (1993年7月)



  

皆さんから魅力ある技術を
発信してもらいたい



  

今後の予定
2/23(土)  OSC東京

1980年代編
その後も各地で開催予定



  

他の年代の資料も
こちらで公開中

https://www.slideshare.net/hourin/

もしくは
「slideshare 法林」で検索



  

ありがとうございました

つづきはパネルディスカッションで！
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